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～テーマ別ブックリスト～ 

お仕事・ずかん 
【３・４年生】 

『水族館‐いきものとひとのいちにち‐』 

ほりかわ あやこ∥さく 福音館書店 
『おじいさんのランプ』 

新美 南吉∥作 

小峰書店 

☆ 

『トチノキ村の雑貨屋さん』 

茂市 久美子∥作 

あすなろ書房 

『菜の子先生がやってきた！』 

富安 陽子∥作 

福音館書店 （シリーズあり） 

岩波書店 

『博物館の一日』 

いわた 慎二郎∥作･絵 

講談社 

『夢をそだてる 

みんなの仕事 300』 

講談社 
『いっぽんの鉛筆のむこうに』 

谷川 俊太郎∥文 

坂井 信彦∥ほか写真 

堀内 誠一∥絵 

福音館書店 

豊岡市立図書館 
 

☆☆ 

☆☆ 

☆☆ 

☆ 

☆☆ 

☆☆ 

水族館ってどんなところ？ 

じっさいに水族館で働いていた作者が

水族館の仕事のひみつをしょうかいし

ます。 

 
菜の子先生に会えるのは運のいいやつ

だけ。 

それってどんな先生？ 

研人は春休みに転入先である小学校に

見学に出かけました。すると

さくらが満開の中、さくらに

向かってさけんでいるふしぎ

な先生と出会いました。それ

が菜の子先生でした。 

読んだ本の☆をぬってみよう！ 

   いくつぬれたかな？       コ  
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『トラブル旅行社(トラベル)  

‐砂漠のフルーツ狩りツアー‐』 

廣嶋 玲子∥文 

金の星社 

『ハチヤさんの旅』 

沢木 耕太郎∥文 

内藤 利朗∥写真 

福音館書店 

『いたずらのすきなけんちくか』 

安藤 忠雄∥原作 

はた こうしろう∥絵 

小学館 
☆ 

『あたまにつまった石ころが』 

キャロル･オーティス･ハースト∥文 

ジェイムズ･スティーブンソン∥絵 

光村教育図書 

☆☆ 

まわりに何と言われようとも、石が好きで、ついには

博物館の館長にまでなった、作者のお父さんのお話。 

好きなことが仕事になるなんて、とてもすてきなこと

ですね。 

『シュヴァル‐夢の宮殿をたてた郵便配達夫‐』 

岡谷 公二∥文 山根 秀信∥絵 福音館書店 ☆☆ 

シュヴァルは空想することが大好きな郵便屋さん

です。ある日、道で石につまずいたシュヴァルは

あることを思いつきます。 

33年かけてたったひとりで夢の宮殿をたてた 

シュヴァルとは、どんな人だったのでしょう。 

『建具職人の千太郎』 

岩崎 京子∥作 

くもん出版 ☆☆☆ 

江戸時代。七歳で建具屋に

奉公に出された千太郎。 

しかし、建具職人になろう

なんてさらさらない様子。

しかし、姉や仲間にはげま

され、千太郎は次第に仕事

と向き合っていきます。 

『時計つくりのジョニー』 

エドワード･アーディゾーニ∥作 

こぐま社 ☆☆ 

みんなが使っている鉛筆は、鉱山から 

黒鉛をとる人、木を切る人などたくさんの人の手によ

って作られているのです。 

☆ 

ハチミツをとるためにミツバチをかっているハ

チヤさんは、いろいろな種類のミツを出す花を

求めて日本中旅をして回ります。ハチヤさんの

一年間を追いかけた絵本。 

 

☆☆☆ 

12歳の少年が手作りの歯みがき粉を売りだし

て億万長者になりました。天才的アイディア

少年ルーファスの、お金のしくみもわかる、

楽しい成功物語。 

 

『歯みがきつくって億万長者』 

ジーン･メリル∥作 

岡本 さゆり∥訳 

偕成社 

『マイク・マリガンと 

スチーム・ショベル』 

バージニア･リー･バートン∥作 

童話館出版 

☆ 

マイク・マリガンはメアリ・アンという、じまんのスチーム

ショベルを持っていましたが、新式のショベルに、仕事をと

られるようになりました。マイクは田舎へ行き、市役所の地

下室を一日でほると約束しますが…。 

『きつねものがたり』 

ヨセフ･ラダ∥作 

内田 莉莎子∥訳 

福音館書店 
☆☆ 

 

『本屋さんの 

ルビねこ』 

（シリーズあり） 

野中 柊∥作 

理論社 ☆☆ 

☆☆ 

 

『ヘンリーくんと 

新聞配達』 

（シリーズあり） 

ベバリイ=クリアリー∥作 

松岡 享子∥訳 学研 
☆☆ 


